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大分県ＣＡＬＳ／ＥＣアクションプログラム 

                 第２版〔一部改訂版〕の内容について 

 

 

 

【改訂内容】 

  下記の３点について、改訂を行った。 

 

 

《改訂 その１》 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ３  

 ・第１版 Ｐ ７ 『図 3-1 CALS/EC 導入全体スケジュール』について 
   電子納品及び情報共有のスケジュールについて見直し 

 
 
 
《改訂 その２》 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ４  

 ・第１版 Ｐ１３ 『図 3-5 電子納品の導入スケジュール』について 
    電子納品の導入スケジュールについて、目的と効果、現状の課題、国土交通省

や他県の状況を勘案して見直しを行った。 
 
 
 
《改訂 その３》 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ５ 

 ・第１版 Ｐ１５ 『図 3-7 情報共有の導入スケジュール』について 
    電子納品のスケジュール見直しと併せて、情報共有の導入スケジュールについ

て見直しを行った。 
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《改訂 その１》 
 
 
 (3)全体スケジュール 

          図 3-1 CALS/EC 導入全体スケジュール

２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 ２００８年度 ２０１0年度以降

（Ｈ１５年度） （Ｈ１６年度） （Ｈ１７年度） （Ｈ１８年度） （Ｈ１９年度） （Ｈ２０年度） 　（Ｈ２2年度）

電子入札

（Ⅰ期）

［ステップ１］公共土木施設データベースによる電子納品

電子納品 ［ステップ２］国土交通省型電子納品

（Ⅱ期）

情報共有

（Ⅲ期）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

・受発注者の能力向上

・受発注者の業務見直し

・受発注者それぞれの

　　　　　機器等環境整備

導入検討
システム開発

試行運用
本　運　用

仕様検討

試行運用

実証実験

計画・検討

全面運用 段階的に適用範囲縮小
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《改訂 その２》 
(3)電子納品導入スケジュール 

図 3-5 電子納品の導入スケジュール 

 

モデル業務で試行
XXX万円以上で実施

XXX万円以上で実施

モデル工事で試行
XXX万円以上で実施

XXX万円以上で実施

適用範囲のスケジュール

1999年度 2010年度以降

　大分県の電子納品については、現在実施している「公共土木施設データベース」を電子納品の［ス
テップ１］と位置付け、［ステップ２］で国土交通省が実施している電子納品の導入を目指す。

　［ステップ２］を開始する時期並びに適用範囲の拡大については、受発注者の能力向上、業務内容
の見直し、機器等の環境整備等の状況や国土交通省の導入成果を勘案しながら、見直しを行う。

　　　　注１）［公共土木施設データベース］について
　　　　　　　　大分県が1999年度から実施。
　　　　　　　　紙原稿で提出された成果品（測量、調査、設計及び土木工事等）をスキャニングして電子化を行い保管管理を実施。
　　　　　　　　受注者は従来通り紙原稿で納品を行い、電子データへの変換は(財)建設技術センターで実施。

（業務）

（工事）

[ステップ１]公共土木施設データベース注１）よる電子納品

[ステップ２]国土交通省型電子納品

導入スケジュール

全面運用 段階的に適用範囲縮小

仕様検討

試行運用

保管管理ｼｽﾃﾑ開発

段階的に適用範囲拡大

研修・情報提供

[ステップ１] [ステップ２]

・受発注者の能力向上
　　（パソコン操作、CAD研修等）
・受発注者それぞれの
　　　　　　　　　　機器等環境整備
　　（ソフト、ハード等の環境整備）
・受発注者の業務の見直し
　　（成果の活用方法、
　　　　　　　　成果品の検査方法等）

[ステップ１] [ステップ２]
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《改訂 その３》 
(3)情報共有導入スケジュール 

図 3-7 情報共有の導入スケジュール 

 

モデル工事で試行 （対象工事を順次拡大）

　XXX万円以上で実施

実施件数の拡大

全面的に実施

導入スケジュール

適用範囲のスケジュール

2010年度以降～

※電子納品の開発状況を勘案しながら、２０１０年度以降の導入を目指す。

実証実験 本運用（工事）

計画・仕様検討

実証実験

情報共有及びシステム利用に関する研修・情報提供

開発・導入

本運用

公共事業業務システムとの連携

電子納品関連システムとの連携検討


